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地域内“志金”循環モデル構想 

年間４～５千万円の資金支援＆360名強による伴走支援 



「Theory of Change 2020」の完成 

「地域内“志金”循環モデル構想」の実現に向けた 
2020年までの問題解決の仮説 
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今日のお話 

１．“志金”の「出し手」の課題⇔解決策 
（１）資金の出し手もインパクト志向になる必要がある。 

（２）社会全体に課題解決型指向が欠如している。 
 

２．“志金”の「受け手」の課題⇔解決策 
（３）成果を伝えることができない。 
 

３．“志金”の「生かし手」の課題⇔解決策 
（４）助成財団等は理解、ノウハウ不足であり、 

 助成先に対しても効果説明を求めない。 

（５）中間支援組織内のキャパビルが不十分であり、 

 評価ができる人材がいない。 
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あいちの課題を「定量化」 
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【2015年度参加支援機関】 

立場の違う人たちの、 
共通の「ものさし」づくり 
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愛知県内の補助・助成機関等との連携 

“成果志向”の補助・助成金推進会議 in あいちの発足 
（22団体が参画／2016年２月23日現在） 





製造業にとって当たり前のPDCAをNPOに 

全国域の助成機関との連携 


